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改訂版発刊にあたって

初版の発刊から2年、建設業界、建設コンサルタント業界を取り巻く環境は

ますます厳しさを増しています。過当競争は企業の体力、そしてそこで働く技

術者の気力を削いできました。そして現政権は供給過多となった建設業界から

新市場へのシフトを奨励しています。

建設コンサルタントの仕事は本当になくなってしまうのでしょうか。そんな

わけがありません。国民の安全安心や利便性、快適性確保のため、建設コンサ

ルタント技術者の技術力が必要とされる場はなくなりませんし、新しい活躍の

場も広がってきています。

旧来の市場は縮小し、生き残り競争の場となるでしょう。そして新しい市場

は柔軟な発想と知恵が生きる場となるでしょう。

どちらで生きていくにせよ、まずは舞台に上がらなくてはなりません。その

ためのパスポートが資格なのです。

RCCMは技術士のサブセット的資格ですが、地方自治体でもプロポーザル・

総合評価落札方式が導入されていきつつある現在、建設コンサルタント会社に

とっては変わることなく重要な資格のひとつです。

本書は、初版をベースに、平成20・21年度試験の出題傾向を踏まえて改訂

したものです。特に問題3は主要テーマについて答案例を揃えました。

本書が試験を控えた皆さんのお役に立てることを願っています。

　　2010年7月

真夏のまぶしい光をながめつつ、川沿いの喫茶店にて

APECこと鳥居直也
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ま え が き

RCCM試験が創設されて15年以上たちました。

建設コンサルタント業務の管理技術者に技術士しかなれないのでは資格者数

が足りない、管理技術者になれる資格の創設を････というニーズの中で生ま

れた民間資格であるRCCMは、今では登録者数2万5千人を超えました。

公共事業投資が減少し、入札が技術競争に大きくシフトしつつある今、業務

の管理技術者になれるという、技術士に準ずるRCCM資格の特典は、建設コ

ンサルタント会社にとっては重要なものです。

建設コンサルタントに勤務していないと登録できない、指導技術士がいない

と登録できないなどの制限があるわけですが、技術士制度の改定なども見据

え、RCCM資格制度も、個人資格化や技術士との相対関係解消などを柱にして

近々改定されるとのウワサもちらほら聞こえてきます。RCCM資格は、意外と

魅力的な資格になっていくかもしれませんし、「取るなら今のうち」の資格な

のかもしれません。

一方で、ここ6年ほどの間に問題4-1、問題4-2が新設され、取得難度も若

干上がってきたようです。もし制度改定などにより受験者数が増えると、競争

率はさらに高くなるかもしれません。

とにかく今、試験に合格して資格を取得しましょう。一度合格のノウハウが

身につくと、複数部門の連続取得もさほど困難ではないのがこの資格の特徴で

もあります。

そういったことを考えて、RCCM資格に挑戦する皆さんを応援するため、私

のホームページ「RCCM受験を応援するページ」（http://www.pejp.net/rccm/）

で5年間蓄積してきたコンテンツをベースに、古くなった情報を更新し、新た

にコメントや19年度情報、練習問題、合格論文例などを加えて本書をまとめ

ました。

本書が、同じ建設コンサルタント技術者として生きる皆さんの技術者ライフ

充実の一助になれば幸いです。

　　2008年6月

日帰り出張の昼休み、喫茶店にて

APECこと鳥居直也
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１　RCCM試験とは

１．１　RCCM資格の概要

RCCM（シビルコンサルティングマネージャ： 英語表記は Registered Civil 

Engineering Consulting Manager）は、建設コンサルティング業務の管理技術

者・照査技術者になるための資格であり、（社）建設コンサルタンツ協会（以下、

JCCA）が創設した民間資格です。

また、JCCA に委託された RCCM 資格制度管理委員会というものがあって、

学識経験者・発注機関代表・建設コンサルタント代表で構成されています。

建設コンサルティング業務自体、建設コンサルタント登録した業者でないと

できません。したがって、この資格は建設コンサルタント限定です。

また、建設コンサルティング業務の管理技術者・照査技術者は、技術管理者

（建設コンサルタント登録時に届出）に管理されます。この技術管理者は、通

常技術士です。

すなわち、図1.1に示すように、建設コンサルタント内で技術士の指導のも

と、建設コンサルティング業務の管理・照査を行うのがRCCMの役目です。

国土交通省 

建設コンサルティング業務 

指導 

RCCM  

管理 
照査 

資格認定 JCCA  

技術士・技術管理者 

建設コンサル 
タント登録 

建
設
コ
ン
サ
ル
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ン
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図 1 . 1　RCCM の位置づけ
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５．３　答案の書き方

（1）答案作成方法
問題3は、出題が予想されるテーマについて勉強しておき、その知識を使っ

て本番で答案を作りこむか、あるいはあらかじめいくつか想定問題に対する答

案を作成して暗記しておき、これを書くといった対応が現実的です。

基本的には、

　①論旨が大筋を外していないこと

　②テーマに関して正しい知識を持っていること

の2点を満足していればそれなりの評価をもらえると思われます。

大筋を外さない論旨にするためには、やはりテーマに関する正確な知識を

持っている必要があります。細かくなくてもいいので、本書に書いた程度の内

容は頭に入っていることが望ましいと思われます。

また、テーマに対するあるべき方向性を知っていることも重要です。独りよ

がりなことを書いてはいけません。国土交通省なりJCCAなりの、当該テーマ

に対する考え方を知っていて、それから外れない範囲で答案を作成するのが適

切と思われます。なお、テーマに関して正しい知識を持っているということ

は、キーワードを多く書くことでアピールできます。

なお、答案は800字詰め用紙2枚（1,600字）なので、それほど多くのこと

は書けません。次頁以下の答案例を参考にしてください。

（2）答案用紙の構成
問題3は、問題1と同じく25×32＝800字詰めB4サイズ答案用紙を使い

ますが、問題1のように項目名があらかじめ印刷されていたりはしません。マ

ス目をフルに使って自由に書けるようになっています。

それだけに答案の構成で差がつくことが考えられます。つまり章立てが大切

だということで、大項目・中項目というように入れ子構造にした章構成、箇条

書きの活用による簡潔明瞭な論述に留意してください。

次頁以下の答案例も参考にしていただければと思います。
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